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地域・だいがく連携通信
－神戸大学地域連携ニュース－

神戸大学×神戸新聞社「情報で、命を守る」アイデアソンを開催
神戸大学と神戸新聞社が連携したアイデアソン「情報で、命を守る」

が2023年12月９日、新設の大学都市神戸産官学プラットフォーム連携
拠点「KOBE Co CREATION CENTER」（神戸市中央区）で開かれました。
2025年の阪神・淡路大震災 30年に向け、災害時の正確な情報提供の在
り方を学生と地元メディアが一緒に考えようと企画し、サンテレビやラ
ジオ関西も参加しました。学生とメディア関係者の混成チームで、災害
時の情報発信にかかわる課題や解決策を熱心に議論しました。

ほとんどの学生が災害を経験していないため、まず、各メディアが阪神・淡
路大震災の体験や災害報道について説明しました。神戸新聞社の冨居雅人教育
事業戦略室長は、阪神・淡路大震災の発生時、当初は死者数など甚大な被害情
報を伝えていた紙面から、しだいにライフラインの復旧状況など生活情報の提
供にシフトしたことや、SNS 時代のいま、災害時のデマ情報に惑わされないよう、
受け手側のメディア・リテラシーの必要性などを強調しました。

サンテレビの中田亮社会報道部長は、震災発生当時の映像を紹介し、６日間 106 時間余りにわたって CM
なしで 24 時間体制の特別放送を実施したことや、SNS で発信される情報の確認作業（裏取り）の大切さを
訴えました。また、ラジオ関西の林慎一郎アナウンサーは、倒壊した家屋から息子を助け出すことができな
かった父親の生々しいインタビューを流し、被害が大きすぎて目の前にある現実を伝えることしかできな
かったと振り返りました。さらに、情報が氾濫しすぎている現在、どう伝えたら伝わるのか、受け取る側も
一緒に考えないといけないなどと指摘しました。

「真の情報弱者は？」を考えたチームは、とくに大学生は災
害時の危機意識の低さから必要な情報が届かないという課題を
挙げ、AI が作成した具体的な被害のシミュレーションを発信す
ることを提案しました。また、「デマやフェイク情報に惑わさ
れないようにするには」をテーマに議論したチームは、発信側
には生成 AI が作るフェイク画像を見分ける AI の開発などの解
決法を示し、受信側には不安をあおる内容のフェイクニュース
には立ち止まって冷静に判断するなどの対応を求めました。

メディア各社の審査員が最優秀に選んだのは、「災害時に正しい情報を伝えるには」をテーマにしたチー
ムで、ふだんの地域連携の強化や、地域で災害時の役割を決めておくこと、誰にも分かりやすいピクトグラ
ムの活用などを提案しました。

優勝した今浦朋生さん（経営学部１年）と脇山渚さん（農学研究科１年）は「災害というテーマに真剣に
向き合えた。メディアの人から直接、話が聞けて一緒に考える機会をもらえてよかった」と喜んでいまし
た。また、主催した地域連携推進本部副本部長の田中丸治哉・農学研究科教授は「学生の参加者は少数だっ
たが、学生とメディア関係者の混成チームが課題にじっくりと取り組むことで、かなり中身の濃い議論がで
きたのではないか」と話していました。� （地域連携推進本部）

冒頭、地元メディアが阪神・淡路大震災の
体験などを語った

学生とメディア関係者が混成
チームで災害時の情報発信の在
り方を議論
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チームごとにまとめたアイデアを報告した
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（一社）大学都市神戸産官学プラットフォームを設立
神戸大学など神戸市内の大学と企業、神戸市による連携組織

「一般社団法人大学都市神戸産官学プラットフォーム」の設立総会
と記者会見が 2024 年１月 29 日、神戸・三宮に新設された交流拠
点「KOBE Co CREATION CENTER」で開かれました。会見には、代
表理事に選ばれた高士薫・神戸新聞社相談役や藤澤正人・神戸大
学長ら副代表理事４人に加え、久元喜造神戸市長が出席し、設立
の意義や今後の取り組みについて説明しました。

このプラットフォームは、全国有数の大学の集積を生かし、
神戸の将来を担う人材の育成や大学の研究資源を通じて地域や
産業界に貢献していくことを目的に、2023 年 11 月に設立されま
した。現在、11 の大学、短大、高等専門学校と神戸市、25 の企
業・団体が参加しており、今後も企業や大学に参加を呼び掛け
ていく方針です。既に外国人材の育成プロジェクトやリカレン

ト教育事業、大学と企業のインターンシップをつなぐ事業などが動き出しています。
会見では、高士代表理事が「産官学の連携組織の法人化は全国的にも珍しく、注目を集めている。『三方

よし』の取り組みを進めたい」と強調しました。また、藤澤学長は米国・ボストンや英国・ケンブリッジの
例を挙げながら、「都市の発展に大学が果たす役割は大きい。神戸がアカデミックなグローバルシティとし
て活性化するよう、大学も尽力していく」と意気込みを語りました。� （総務部広報課）

（神戸市企画調整局産学連携推進課）
研 究 代 表 者 研 究 課 題 名

人間発達環境学研究科 准教授 田畑　智博 燃料貧困指標を用いたエネルギー価格高騰に対する家計脆弱性の分析と対策の提案

工 学 研 究 科 准教授 竹林　英樹 大学建物における CO2 排出量削減戦略策定のための削減効果の予測に関する研究

経 済 経 営 研 究 所 助　教 明坂　弥香 大都市における最低賃金の引き上げが周辺地域に与える影響の分析に関する研究

都市安全研究センター 教　授 近藤　民代 コロナ住居喪失危機を契機としたハイブリッド型住宅セイフティネットの構築

国 際 人 間 科 学 部 助　教 佐々木一惠 神戸市長田の継承語・継承文化の保存と教育への活用を目指した総合的研究

農 学 研 究 科 助　教 吉田　　弦 耕畜食地域連携を指向した肉牛ふん尿の新規資源循環プロセスの開発

農 学 研 究 科 助　教 上田　修司 神戸ビーフの美味しい香りの生成過程の解明とその関連遺伝子の探索

工 学 研 究 科 准教授 西田　　勇 医療機器開発促進に向けたカスタマイズ部品加工の自動化システム

（神戸市環境局環境創造課）
研 究 代 表 者 研 究 課 題 名

経 営 学 研 究 科 教　授 松嶋　　登
六甲山上の里山の整備および利活用に関する学校や民間団体との連携活動を通じた持続
可能な地域づくり

大学都市神戸産官学プラットフォームの記者会見

会見後、撮影に応じる役員ら

KOBEゼロカーボン支援補助金

大学発アーバンイノベーション神戸
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子育て支援をきっかけにしたまちづくり
「のびやかスペースあーち」の18年

「のびやかすぺーすあーち」（以下、あーち）は、神戸大学大学院人間発達
環境学研究科ヒューマン・コミュニティ創成研究センターのサテライト施設
です。神戸市との連携協定に基づき、灘区役所跡地で 2005 年に開設したあー
ちは、現在灘区民ホールの３Ｆに場所を移して、地域社会にすっかり溶け込
んだ活動を展開しています。火曜日から土曜日まで開館しており、多様な市
民の居場所、交流、学びに貢献し、また学生たちのフィールドワークや各種
研究フィールドとして活用されています。

開設から18 年にもなると、「子どもの頃にあーち
に通っていた」という青年が、神戸大学の学生に
なっていたり、市民ボランティアとしてあーちに
戻ってきたり、ということも起こります。長い時間
をかけて人の成長を見守ることのできる施設とし
て、また、子育て、子どもの居場所、地域福祉、ま
ちづくりなど、さまざまな観点から大学と地域との
連携にアプローチできる施設として、これからもさらに発展させていきたいと思っ
ています。 （人間発達環境学研究科  教授  津田 英二）

実践農学入門成果報告会（農学研究科地域連携センター）
神戸大学農学部では、農業と農村を実地で学ぶ体験型の授業科目「実践農学入門」を開講しています。こ

の授業では、年に 5 回、土曜日にバスで履修生が丹波篠山市に行き、複数の班に分かれて受け入れ地区の農
家に弟子入りし、現地で農作業を体験します。また、その体験を踏まえて、地域課題を解決して地元の活性
化を図る方策を班ごとに提案し、その提案を現地の方々に披露する成果報告会を行っています。

2023 年度の「実践農学入門」は、雲部地区が履修生を受け入れて下さいました。2024 年 1 月 20 日には、
ハートピアセンターで成果報告会が開催され、9 つの班が地元を活性化するための様々な提案を発表し、参
加者との活発な質疑応答を行いました。

この成果発表会には、履修生と関係教員に加えて地元農家
の皆さんや丹波篠山市役所の皆さんなど多くの方々にご参加
いただきました。最後に全参加者の投票により地域連携セン
ター長賞、丹波篠山市長賞などの各賞が授与されました。第
1 位のセンター長賞は、9 班の「コンパニオンプランツと共
に歩む黒豆の未来」が受賞しました。同班は、農作物の不作
を解決するために実習先の畑にコンパニオンプランツを実験
的に導入し、その効果を検証しました。

第 2 位の市長賞は、1 班の「農業を部活に！農業部 Agrie」
が受賞しました。担い手不足や耕作放棄の解決策として、兵
庫県内の学校に農業部を設置し、部活動を通して中高生が農

業に携わる機会を増やすことが提案されました。本授業にご協力いただいた雲部地区の皆さん、まちづくり
協議会の関係各位に厚く御礼申し上げます。 （農学研究科  教授  田中丸 治哉）

成果報告会の様子（丹波篠山市ハートピアセンター）
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令和5年度　地域連携公募事業

山田錦の米ぬかを用いた新規化粧品の開発
令和５年度「地域連携事業（個人型）」の助成を受け、兵庫県産のコメである山田錦の米ぬかを用いて新

規化粧品を作り出すことを目指しました。山田錦は他の米と比べて吸湿性に優れており、化粧品において大
切な保湿性に優れています。米ぬかの提供は、株式会社 muni（兵庫県三木市）で行いました。米ぬか成分
の分析は、神戸大学農学部で行いました。まず、研究の打ち合わせを兼ねて、神戸大学農学部の大学生と大
学院生に山田錦の米ぬかを用いた酵素風呂を体験してもらいました（2023 年 9 月 6 日）。

実験の結果、以下の３つのことがわかりました。

❶山田錦の米ぬかの成分にはポリフェノールである３つの機能性成分が含まれていました。
❷米ぬかを酵素処理すると、２つの機能性成分は大幅に増加しました。
❸化粧品にいれる米ぬか抽出エキスには、６つの成分が検出されました。

そして、これらの成果を「地域創生に応える実践力養成ひょうご神戸プラットフォーム連絡会」で発表し
ました（2024 年 3 月 12 日）。今後は、これら６つの成分を明らかにすると同時に、抽出エキスを含む化粧品
の開発を目指します。 （農学研究科  教授  宇野 知秀）

地域連携事業（組織型）
部 局 名 活 動 内 容 事 業 責 任 者

人文学研究科 地域歴史遺産の保全・活用事業 人文学研究科 教授 市澤　　哲

保健学研究科 少子高齢社会に対応した街づくり事業 保健学研究科 研究科長 秋末　敏宏

農学研究科 地域連携による食料・農業・農村の持続的発展支援事業 農学研究科 教授 田中丸治哉

人間発達環境学研究科 持続可能な社会づくりをめざすプラットフォーム創成支援事業 人間発達環境学研究科 教授 松岡　広路

丹波篠山フィールドステーション 農山村創成のための拠点形成と人材育成事業 地域連携推進本部 教授 田中丸治哉

国際文化学研究科 兵庫・関西を中心とする地域文化振興と社会的課題の解決 国際文化学研究科 教授 板倉　史明

海事科学研究科 海事科学研究科－東灘区、神戸市との連携事業の推進 海事科学研究科 教授 堀田　弘樹

経済経営研究所 地域共創による兵庫県の中小企業支援策の推進 経済経営研究所 教授 家森　信善

地域連携事業（個人型）
部 局 名 活 動 内 容 事 業 責 任 者

農学研究科 山田錦の米ぬかを用いた新規化粧品の開発 農学研究科 教授 宇野　知秀

経営学研究科 異年齢・異学年組織によるイノベーション創出とその教育的効果の実証事業 経営学研究料 准教授 原　　泰史

神戸大学医学部附属病院・
医学研究科・保健学研究科

兵庫県内の医療過疎地域の高校生を対象とした医療系人材育成促進事業
（継続事業）

医学部附属病院 教授 河野　誠司

保健学研究科 地域リハビリテーションを支える人材育成によるウェルビーイング向上事業
ウェルビーイング
先端研究センター

准教授 園田　悠馬

農学研究科 デジタルトランスフォーメーション（DX）による西宮市指定文化財の見える化 農学研究科 教授 石井　弘明

農学研究科 場所を問わない水耕栽培システムによる農業実証と研究・教育利用 農学研究科 助教 小山　竜平

工学研究科 鶴甲団地・有野台団地 再生・活用プロジェクト 工学研究科 准教授 栗山　尚子

国際文化学研究科
市民とともに読み解く神戸の戦後生活史 - 戦災をめぐる映像資料の新たな
可能性を考える

国際文化学研究科 教授 長　志珠絵

医学研究科・
人間発達環境学研究科

兵庫県・神戸市における特別な支援を要する子どもへの学際的支援体制の構築 医学研究科 特命教授 永瀬　裕朗
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ＵＲグリーンヒルズ六甲における社会的交流促進活動（アジアンティーパーティ）
令和 5 年度学生地域アクションプラン採択団体－地域交流創出の会「なごぶい」

地域交流創出の会「なごぶい」は、UR グリーンヒルズ六甲をフィールドとして団地住民の交流を促進し、生
涯教育の機会を提供する「UR グリーンヒルズ六甲における社会的交流促進活動」に取り組んでいます。この活
動目的のもと、2023 年 12 月 10 日、六甲団地の集会所にて「アジアンティーパーティ」を開催しました。

本イベントでは中国、韓国、タイからの留学生を含むメンバーによる各国の文化紹介や食文化体験の機会を提
供し、参加者間の交流や異文化理解の促進を図りました。参加者は5歳から80 代までの22名が集い、多世代交流
の場ともなりました。イベント後のアンケートでは、“ 楽しかった”、“ わいわいおしゃべりできた”、“ 他のアジア
の国々の文化を知ることができた”というお声を頂き、参加者間の交流や学びの機会を創出できたと考えておりま
す。今後も、住民の皆さまの理解を得ながら地域交流を促進するイベントを実施していく予定です。
＊ アジアンティーパーティは、六甲団地の「YY カフェ」共催として、神戸大学片桐恵子教授の「ワイがやカ

レッジ」プロジェクトの一環として実施されました。
 （人間発達環境学研究科院生  KIM Nahyun・国際人間科学部学生  中野 篤史）

学生地域アクションプラン（学生対象）

灘区大学と連携したまちづくりチャレンジ事業補助金

姫路市大学発まちづくり研究助成事業

団 体 名 活 動 内 容 代 表 学 生 事 業 責 任 者

プロジェクト福良 プロジェクト福良～南あわじ市福良地区における
古民家改修と町おこし～ 工学部 山本　真菜 工学研究科 准教授 近藤　民代

神戸大学保全生態学研究会 西宮市産業文化局と連携した文化財保護に関する
調査・啓発活動 農学研究科 高橋あかり 農学研究科 教授 石井　弘明

ESD プラットフォーム WILL
（大船渡 ESD プロジェクトチーム） 被災地地域行事支援ボランティアプロジェクト 国際人間科学部 大西麻亜矢 人間発達環境学研究科 教授 松岡　広路

神戸大学学生震災救援隊 阪神・淡路大震災 29 周年記念講演会 次世代への
メッセージ 工学部 西畑　克俊 経済学研究科 教授 梶谷　　懐

地域交流機会創出の会
「なごぶい」 UR グリーンヒルズ六甲における社会的交流促進活動 人間発達環境学研究科

KIM Nahyun
ウェルビーイング先端研究センター（兼任）
人間発達環境学研究科 教授 片桐　恵子

神戸大学＜ TEAM NADA ＞ 「灘・夢ナリエ」ワークショップ活動 工学研究科 北脇　知花 工学研究科 教授 槻橋　　修

環境 DNA ×環境教育チーム 地域の生物多様性を学ぼう！環境 DNA 分析体験と
ワークショップ活動

人間発達環境学研究科
木谷　亮太 人間発達環境学研究科 教授 源　　利文

神戸大学環境サークルえこふる 「環境かるた」食品ロス ver. を用いた出前授業 国際人間科学部 小城戸愉子 安全衛生・環境管理統括室 小野　孝志

団 体 名 事 業 内 容 事 業 責 任 者

灘地域活動センター（N.A.C.） 灘区内の災害復興住宅の集会所におけるふれあい喫茶の運営、
戸別訪問活動 代表 山品　俊介

障がいのある青年の生涯学習支援会（ふぉーえす） 「女子会＋」「よる・あーち合宿」 代表 森　　海咲

まちプロジェクト実行委員会 まちプロジェクト ʼ23 代表 松森梨佳子

神戸大学天文研究会 なだ星まつり 会長 平野　喬之

神戸大学環境サークル「えこふる」 学童保育所での「環境かるた」を用いた出前授業 代表 小城戸愉子

神戸大学大学院人間発達環境学研究科 鶴甲いきいきまちづくりプロジェクト アクティブエイジング研究センター長
長ヶ原　誠

研究グループ名 研究テーマ 事 業 責 任 者
森林資源学研究室 スギ人工林の再造林・広葉樹林化に関する研究 農学研究科 教授 石井　弘明

神戸大学 promis 地域連携センター（国際誘客研究グループ） 留学生・短期交流学生のモニターツアーに基づく国際誘客の基礎調査 国際文化学研究科 教授 井上　弘貴

よいとこ健診研究会 よいとこ健診が地域コミュニティにもたらす効果 経済学研究科 教授 藤岡　秀英

学生によるイベント進行の様子 参加者の様子
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神戸大学生30年の語り継ぎ･シンポジウム 
「阪神・淡路大震災をどう受け継いできたか」

神戸大学地域連携推進本部・阪神 ･ 淡路大震災記念人と防災未来センター主催
神戸大学は阪神・淡路大震災被災地の国立大学として、防災や復興にかかわる研究、国内外での研究成果

の発信、地域社会への貢献活動を進めてきています。30 年の節目を機にその蓄積を整理し、「神戸大学阪神・
淡路大震災 30 年事業委員会」（委員長：藤澤正人学長）の下、研究や教育、災害文化の継承
などについてまとめた上で今後の展開を見据え、社会への発信を全学で展開しています。

学生たちは各団体の設立理念、先輩たちの想いを受け継ぎ、それぞれの代での活動を生み出しながら、後
輩に伝え続けてきています。団体メンバー、OB ／ OG、教員、学生たちを支えてくださる地域の方々、を
含む、140 名の参加者と 30 年の活動と未来を考えました。 【詳細は『地域へ出る 2024』16、17 ページを参照ください。】

「味わう篠山」& 交流会
丹波篠山学生団体合同イベント in 神戸大学

地域連携推進本部ボランティア支援部門 主催  農学研究科地域連携センター 共催
丹波篠山市地域おこし協力隊 協力

田中丸治哉・農学研究科地域連携センター長・地域連携推進本部副
本部長の挨拶から始まり、4 団体の丹波篠山での活動、魅力などをプ
レゼンテーションした後、参加者と意見を交換しました。

本事業は司会進行の石田歩夢・丹波篠山市地域おこし協力隊員が丹
波篠山で活動する学生団体に声をかけ、丹波篠山市役所の方、丹波篠
山に関係ある多くの方に参加いただきました。丹波篠山を味覚から
知ってもらうために準備した黒豆茶と黒豆も大人気でした。次回は丹
波篠山市で地域の皆さんと一緒に開催したいと、話し、楽しい中で会
を終えました。 （地域連携推進本部 特命准教授 山地 久美子）
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挨　拶：奥村　弘（理事 ･ 副学長・地域連携推進本部長）
登　壇：神戸大学災害ボランティア学生団体
 学生震災救援隊 （1995 年設立）
 灘チャレンジ実行委員会 （1995 年設立）
 灘地域活動センター （1997 年設立）
 ボランティアバスプロジェクト （2011 年設立）
コメンテーター：
 津久井　進（兵庫県弁護士会 元会長・神戸大卒業生）
 平林　英二（人と防災未来センター 企画ディレクター）
 辛島　理人（神戸大学大学院国際文化学研究科 准教授）

奥村弘理事・副学長・地域連携推進本部長・副実行委員長
【冒頭挨拶・まとめ】 学生たちの 30 年を振返り、教育、研究、ボランティアを未来に繋ぐ

本シンポジウムは神戸大学阪神・淡路大震災30年事業のキックオフとなるものです。阪神・淡路大震災以降の大災害を契機と
する災害・復興支援ボランティア活動への学生の想いや活動について、学生・OB ／ OG、地域の方々、教員たちが多様な立場、
視点から意見を交わすことが目的です。学生が地域の方々と柔軟に楽しく取り組んできたことが他に例を見ない神戸大学の災害文
化だと実感し、この一年、共に教育、研究、ボランティア活動を未来に繋いでいく事業のキックオフに相応しいものとなりました。

神戸大学 阪神 ･ 淡路大震災 30 年事業委員会震災 30 年・キックオフ事業 人と防災未来センター西館１F
＆オンライン

12
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地域密着型サークルにしき恋
AGLOC －神戸大学国際農業サークル
多世代交流拠点サークル Luonto ルオント
楽市楽座プロジェクト―実践農学 草山応援団

コーディネーター：
 山地久美子（神戸大学地域連携推進本部 特命准教授）
OB ／ OG（オンライン）：
 頼政　良太（被災地 NGO 恊働センター代表）
 関本　英恵（灘地域活動センター 14 年度代表）
 稲葉　滉星（ボラバス 16 年度代表・Konti 創設）
地域の方々：
 門脇　龍三（灘区・なぎさふれあいのまちづくり協議会）
 菅　　利秋（長田区・日吉町５丁目自治会）
＊人と防災未来センター「災害伝承 “ 語り継ぎ ” 探求サロン」シリーズ
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卒業式の手話通訳で活躍 学生ボランティア団体「ぺんぺん草」

学生ボランティア団体の地域活動

学生ボランティアサポート助成
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卒業生とそのご家族、地域の方がお越しになり、地
域密着型サークル・にしき恋が持参した丹波篠山で育
てた摘みたての黒枝豆が 40 キロ完売できました。

神戸大学ボランティアバスプロジェクト・神戸大学
持続的災害支援プロジェクト Konti が被災地で取組む
活動を沢山の方が熱心に聞いてくださいました。

令和 6 年度神戸大学学位記授与式（卒業・修了式）
がワールド記念ホールで厳かに執り行われました。

藤澤正人学長の「式辞」手話通訳を今岡海斗代表
が担い、神戸大学校友会・坂井信也会長の「祝辞」
手話通訳を卒業生でもある大角晋一郎前代表が担い
ました。手話にはその想いとコロナ禍を乗り越えて
取り組んできた練習の成果が見事に表れていました。

ゲーム遊びを織り交ぜながら、団体運
営やこれからの活動に向けた期待を話し
合いました。

また、団体の代表や幹部は秋から次の春にかけ
て次の代への交代準備期に入るので、それぞれの
活動を紹介し、
理解を深めな
がら話題のつ
きない時間を
過ごしました。

「神戸大学ホームカミングデイ」 「ぼらカフェ 2023秋」開催

①灘チャレンジ実行委員会「灘チャレンジ 2023」開催
阪神・淡路大震災後 1995 年 6 月 4 日の復興祭が第 1 回

となり、「灘のまちを元気づけよう」と灘地域の皆さん
と一緒に開催してきました。雨天とコロナ禍により、3
年開催できず、昨年は規模を縮小しましたが、今年度は

「これからの灘へ」と題し、飲食物の提供、リサイクル
マーケット、ビンゴゲームの復活とコロナ前の規模と同
じ規模の灘チャレンジを行うことができました。

ご尽力いただいた地
元委員、協賛店、協賛
協力企業の皆様、そし
て灘チャレンジ当日に
会場まで足をお運びい
ただいた方々に心から
感謝いたします。

（小柳智久・実行委員長）

②環境サークル・えこふる
　「環境かるた」食品ロス ver. 出前授業開催

2019 年度に設立し
た団体。環境意識を
高め、日常生活の中
でもできることから
始めてもらいたいと

「環境かるた」食品ロ
ス ver. を 作 成 し ま し
た。子供たちは出前
授業で学びながら楽
しく遊んでいます。

・神戸市立本庄児童館
・住之江児童館
（住之江児童館セクションと協力） ほか

� （小城戸愉子・代表）

3
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団 体 名 活 動 内 容 事 業 責 任 者
神戸大学持続的災害支援プロジェクト Konti 災害ボランティア　仙台派遣活動 代表　廣瀬　咲香
灘チャレンジ実行委員会 灘チャレンジ 2023 実行委員長　小柳　智久
地域密着型サークル にしき恋 農業ボランティアおよび丹波大黒豆の生産 代表　萩原　　司
神戸大学ボランティアバスプロジェクト 阪神・淡路大震災・東日本大震災の語り部・ボランティア活動 代表　中村　莉央
神戸大学環境サークル「えこふる」 「環境かるた」食品ロス ver．を用いた出前授業 代表　小城戸愉子
多世代交流拠点サークル Luonto 丹波篠山市城南地区における多世代交流拠点づくりの学生ボランティア活動 代表　長友　陽奈
神戸大学学生震災救援隊 震災救援隊の名前入り作業着を着る自他共に安全な災害復興ボランティア 代表　西畑　克俊

12
12

灘区都賀川公園［9 月 17 日］ 
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活動報告（令和５年10月～６年３月）

園田学園女子大学×神戸大学　歴史・文化シンポジウム
「災害復興と地域歴史遺産」

日時： 2024 年 2 月 25 日 13 時～
場所：園田学園女子大学

主催：園田学園女子大学
共催：神戸大学地域連携推進本部
後援：兵庫県教育委員会・尼崎市

2025 年は阪神・淡路大震災発生から 30 年の節目の年となります。阪
神・淡路大震災や東日本大震災などの被災地における復興のなかで、地
域にある歴史遺産がどのように活用され、次の世代に継承されてきたの
か。そこで、例年実施している COC+「歴史文化領域」シンポジウムの
今年のテーマは「災害復興と地域歴史遺産」となりました。

奥村弘・神戸大学副学長の挨拶の後、橋本裕之氏（坐摩神社権禰宜、國
學院大學 客員教授）からは、「無形文化財／無形文化遺産を動態保存する
－社会実装としての阪神虎舞－」と題して、東日本大震災で被災した岩手
県の民俗芸能「虎舞（とらまい）」を関西に移し保存する活動についての
報告がありました。地域連携推進本部の松下正和からは、阪神・淡路大震
災を契機に設立された歴史資料ネットワークによる「風水害による被災歴
史資料の保全と活用について」と題して、2004 年台風 23 号・2009 年台風

9 号被災地での地元郷土史団体との活動について報告を行いました。
講演に先立ち、神戸市長田区にある NPO 法人 DANCE BOX に拠点を置く芸能集団「阪神虎舞」による実演

もあり 20 名近くの参加者がありました。ディスカッションでは災害復興における地域歴史遺産の意義につ
いて有形・無形双方の文化財の立場から議論が交わされました。来年度は阪神・淡路大震災をテーマに開催
する予定です。� （地域連携推進本部  特命准教授  松下 正和）

毎月 第１・３木曜 大学 地域連携推進本部定例会議

令
和
５
年

10 月

３日 大学 地域社会形成基礎論（第３クォーター）開講
４日 大学 ボランティアと社会貢献活動（Ａ）（第３クォーター）開講
７日 大学 ひょうご神戸学（第３クォーター）開講
19 日 大学 災害ボランティア団体　ボランティアバスプロジェクト・Konti 合同企画写真展開催

28 日 大学 神戸大学ホームカミングデー 登録学生団体出展・出店
（ボランティアバスプロジェクト・Konti・にしき恋）

11 月 10 日 大学 一般社団法人大学都市神戸産官学プラットフォーム設立

12 月

６日 大学 ボランティアと社会貢献活動（Ｂ）（第４クォーター）開講
９日 大学 神戸大学×神戸新聞社 with サンテレビ＆ラジオ関西「情報で、命を守る」アイデアソン開催
12 日 大学 「丹波篠山学生団体合同イベント in 神戸大学 味わう篠山」開催
12 日 大学 「ボラ Cafe2023 秋」開催

令
和
６
年

１月

12 日 大学 令和５年度丹波篠山市・神戸大学連携推進協議会
21 日 人文 第 22 回歴史文化をめぐる地域連携協議会「地域歴史遺産を取り巻く多様な取り組み」

27 日 大学 シンポジウム「阪神・淡路大震災をどう受け継いできたかー神戸大学生 30 年の語り継ぎ」開催
（人と防災未来センター共催）

２月

８日 大学 神戸市大学連携実務担当者会議への参加
８日 大学 神戸市地域課題に取り組む NPO 等補助金採択団体交流会への参加
16 日 大学 第４回地域連携推進本部運営委員会開催
17 日 大学 灘区大学と連携したまちづくりチャレンジ補助金発表会への参加
17 日 保健 神戸大学大学院保健学研究科地域連携センター報告会
24 日 農学 「第４回丹波篠山研究発表会」開催
25 日 大学 園田学園女子大学×神戸大学　歴史・文化シンポジウム「災害復興と地域歴史遺産」共催

３月

12 日 大学 令和５年度地域創生に応える実践力養成ひょうご神戸プラットフォーム連絡会（ハイブリッド）開催
15 日 大学 神戸市大学連携実務担当者会議への参加
28 日 大学 姫路市まちづくり研究助成事業成果報告会への参加
29 日 大学 中津市歴史博物館協議会への参加
29 日 国文 国際文化学研究科と北海道ニセコ町が連携協定締結


